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Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度に文部科学省が実施した「通常の学級に在籍する障害のある

児童生徒への支援の在り方に関する調査」によると、学習面または行動面

で著しい困難を示すとされた児童生徒数の割合が、小中学校においては推

定値 8.8%であることが明らかとなった。 

また、これらの児童生徒のうち、校内委員会において特別な教育的支援

が必要と判断されている割合は、小中学校で推定値 28.7%であった。 

この結果を受けて、文部科学省が「通常の学級に在籍する障害のある児

童生徒への支援の在り方に関する検討会議報告（令和５年３月 13 日）」

を出した。 

その中で、特別支援教育に関する校内支援体制の充実として、全ての教

師が、障害のある児童生徒を含め多様な児童生徒が通常の学級に在籍して

いることを前提として、全ての児童生徒に対し、高い学習成果が得られる

ようわかりやすい授業づくりを進め、通常の学級において安全・安心に学

ぶことができるよう、多様性を尊重した学級経営が求められるとしてい

る。この実現のために、定期的に研修会を開催し、学び続けていける場を

提供していく。 

Ⅲ 研究の方法 

 

研究主題 通常の学級の一斉授業において、支援を要する児童に対する指導方法の工夫 

～若手教員が知識・技能として身に付けるべき教育技術についての研究～ 

 東京都小学校教育技術・指導法研究会は令和５年４月１日に発足した

研究会である。東京都の小学校における教師に求められる資質能力であ

る「教育の技術及び指導方法」に関する事項の向上を目指し、研究の交

流と振興を図ることを目的とする。 

（１）学級全体に対する分かりやすい授業の工夫 

通常の学級において、学級全体に対して分かりやすい授業の工夫を

行うことが重要である。小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説（総

則編）第４節 児童の発達の支援に示されている「困難さ」に対する

「指導上の工夫と意図」と「手立て」を参考に、通常の学級における

授業づくりの工夫改善に努めていかなければならない。 

そのうえで、ICT を含む合理的配慮の提供、特別支援教育支援員の

配置などにより十分に学べるかどうかを検討することが大切である。 

つまり、通常の学級に在籍する障害のある児童生徒への支援の基本

は「学級全体に対する分かりやすい授業」となる。 

（２）教育の方法及び技術に関する事項の実現 

（１）を踏まえ、今年度の研究主題を実現するために通常の学級の

中でできうる方策を以下の方法で検討し、研究を推進していく。 

 

 

 

 

この研究を通して、「令和の日本型学校教育」を担う教師に求めら

れる資質・・能力である、教育の方法及び技術に関する事項（カリキュ

ラム・マネジメントによる教育活動の充実、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善、情報手段や教材・教具、情報機器の活用

を含む）の実現を目指していく。 

① 研究授業 

② 研修会 

③ 地区に分かれた学習会 
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Ⅴ 年間計画 

 

Ⅳ 研究の内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

（１）どの学年、どの教科でも使える教育技術・指導方法 

５月 22 日、立川市立第七小学校体育館にて、玉川大学教職大学院教授・

谷和樹先生から、全教師がどの学年でもどの教科でも使える教育技術・

指導方法について指導していただいた。 

研究授業を参観する際、漫然と見ていては、学びは少ない。「授業を見

る視点」が必要となる。例えば、授業における児童の発言に対する授業者

の対応・応答である。授業では、授業者が予想していない児童の反応が往々

にしてある。突発的な行動や、発問・指示に対して反応がないといった予

想外な行動に対して、どう対応していくのかということである。これがで

きないと、一斉授業の中で、授業全体をコント 

ロールすることが難しくなる。研究授業におい 

て、参観者が授業者のそうした対応・応答に着 

目することで多くの学びを得ることができる。 

 

（２）発達に課題のある児童が安定する授業の実現 

６月 21 日の第１回研究授業を皮切りに３本の研究授業を実施した（令

和７年２月に最終を予定）。研究授業は、発達に課題のある児童が落ち

着いて授業を受けられるよう、谷和樹教授が提唱する「教師のベーシッ

ク７＋３」を意識して行われた。 

その一つに「表情（笑顔）」がある。８月 20 日に行われた第２回研修

会では、NPO 法人翔和学園学園長伊藤寛晃先生から「一つ一つ連帯の橋

をかけながら、良い笑顔で授業をしていく」こと 

をご指導いただいた。教師の表情一つで児童は大 

きく変わる。「教師のベーシック７＋３」は質の 

高い授業を目指す上で重要な視点である。 

（１） ５月 22 日（水） 
○会員総会 ○講演「特別支援教育における教育技術の重要性」 
講師：玉川大学教職大学院教授 谷 和樹 先生 

（２） ６月 21 日（金） 
○研究授業１ 
 授業者：指導教諭  千葉 雄二・先生 
講 師：教材開発士 村野 聡・・・先生 

（３） ８月 20 日（火） 
○講演「特別支援教育における教育技術の重要性」 
講師：N P O 法 人 ・ 翔 和 学 園 ・ 学 園 長 伊藤・寛晃 先生 

(株)ＲＩＤＧＥ ＳＰＥＣＩＡＬ ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ ＷＯＲＫＳ・代表 ・・小嶋・悠紀 先生 
初任者教師を応援するスタートアッププロジェクトリーダー 山崎・克洋 先生 

（４） 11 月 29 日（金） 
○研究授業２ 
授業者：教諭 小倉 達也 先生 
講 師：SEL 音楽研究会・代表 関根・朋子・先生 

（５） 12 月８日（日） 
○日本教育技術学会 東京大会 
（６） １月 15 日（水） 
○講演「全国学力調査の分析の仕方」 
 講師：NPO 教授法創造研究所代表 椿原 正和 先生 
（７） ２月６日（木） 
○研究授業３ 
授業者：主任教諭 三浦 宏和 先生 
講 師：玉川大学大学院教育学研究科（教職専攻）名誉教授 佐藤 久美子 先生 

（８） ３月８日（土） 
○研修会「教育技術・指導力向上研修会」 
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